
力
風と遊び風に学ぶ

ル
いい言葉である。

エコロジー誌 「街の風」の随筆額の名称
である。今回はそれをもじつて標題 とし

た。

9月 度作戦―カワセミが舞つた

開戸親木から下堰親水までの闘 1.5

Kmの 清掃作業 と決まった。この地区は
4月 に清掃 したが、それから5カ 月 ビニ
ール袋や ビンの塵芥が目につくようにな
つていたっ

前々日、辰濃 さんからお電話を頂戴 し
た。朝日新聞で論説委員を務められ天声
人語を執筆 された方だ。今はエ ヨ

ロジー誌 「街の風」に随筆を掲載
されている。 9月 度停戦をお話 し

たところ早速 「お伺い しましよう」
と云 うご返事だつた。
9月 9日 、朝から真夏を思わす太

陽がジリジリ照 りつけていた。
駅裏で川に投げ込まれ無残な姿

を確 している自転車の残骸をカメ

ラに収める。 「ゴミフェスタ」に

展示するためである。

開戸親水へ急 ぐ。既に数名が集ま
つていた。山本 さんが新たに加入
して下さることになる。

大歓迎である。

9時 30分  定 点観測開始
ほどなく辰濃さんがカメラを肩に

みえる。挨拶もそこそこに取材に
入って頂く。

10時 、清掃作業開始

合流点か ら川上に向かってゴミを
捨いながら進む。 ところどころ深
い淵があるので用心が肝心だ。

世話人 山 口 拓 郎

4月 にキレイにしたのにまたおびただ し
いゴミだ。袋が一杯になると上から声を
かけてロープで引き揚げる。息の合った
作業が続 く。秒に理 もれた自転車はびく
ともしない。二人がか りでひっぱったが
諦める。

引き揚げた袋を下堰親水場,こ集積、 2時
用の作業を終わる。

自転草 1台 ,鉄材 ,消火器 ・ピン ・カン
ゴミ袋 15個 ・・・。

戦利品を前に情れやかな顔でカメラに。
「あの石の上あたりで時々石亀が甲羅を

干 しているんですよ」辰濃さんに説明 し
ているとカワセ ミが一閃水面をかすめて

飛び去った。

例によって 「夢庵」で反省会。
冷たい ビールが腹に しみわたる。
「来月は上流をや りま しょぅ !J誰 かが

叫ぶ。

全 ク皆サンノ情熱ニハ感動 ・感動デス。

10月 度作戦―せぃぜぃ後 5年 だな―

10月 1 4 fr、 爽やかな青空が拡が り
絶好の清掃 日和である。 lo名 参力β。
またまた嬉 しいニュース、杉原 さんが新
たに我 々の仲間にカロわって 下さることに
なつた。

9時 30分  定 点観測
川面はゴ ミーっなく心地良17X挑めである。
残念なのは真光寺サィ ドの洲がいっの間
にかブルで削 りとられている。折角繁茂
した葦 も蓑 も跡形 もなく失われている。
「′いない仕打ちJと 日々に憤態を漏 らす。
10時  清 掃作業に取 りかかる。

下堰規水場か ら上流に向か う班 と神明の
調整地下の暗渠か ら下流に向か う班 と二
手に分かれ る。

前 日の雨でやや増水 してぃる。所々ある
淵では水位が複部に達 し思わず悲鳴を挙
げる。そ して数力所の文の高 さほ どもあ
る段差が手強い。支えがな く滑 り落 ちる。
約 2時 間、両班が中間地点で ドッキング。
ゴミ袋を集 めて、作業完了。 当日の戦果
はゴミ袋 20個 だつた。

神明橋の周囲には未だ聞国が残 されて
いる。小高い林 を背に稲穂が黄金色に渡
打っている。の どかな谷戸の風景であるЭ
ご夫婦が収穫作業を してぃた。 「田固をや
れ るのもせいぜぃ後 5年 だろ うな 。・・」
と云 うお話 だつた。

容赦ない開発の波 。後継者問題 ・税制
等谷戸の理由は追いつめられているよう
である。 「これでいぃのだろ うか ?ど ぅ
にかならない t)のだろ うか !」 皆の胸 を
そ う云 う思いがよぎった。

11月 覧棒載―子供達の目が簿ちヽた―

棒鹿さんに 「真光寺ブilの今昔」を聞く会
とした。伝承によると神蔵家の先組は源
平の昔舘力谷に定着したと云う。神蔵さ
ご自身はEll業70年 の塞井会社の御当主

重晃曇,11雷遂記響電楚憂雪誓最属贅す碁
方である。

11月 11日 11時  定 点観測
8名 集合。秋の柔 らかな日射 しが決い。
子供達の声がする。鶴メ!|三小 ・5年 生の
綾 ・ケイ太 ・建一君の 3名 だ。先日、下
堰親本場に釣 り莱ていた。 「魚の面白い
話が聞かれるよ。」と声をかけてぉぃた。
「やつぱり来てくれたか」と嬉 しい。

背丈頼に並んで 「大 ・中 ・小です」と剰
軽な挨拶をする。観測に加つてもらう。
矢継ぎ早の質問である。
「少年隊」として仲間にカロわってもらう

ことにする。
「いちよう会館」へ席を移す。

和室で車座になつて昼食をと,な がら伺
うことにする。
力
 少 年の日、この辺 りは人家も珠 らだつ

た。真光寺川ほ谷戸を目す清流だつた。
ギバチ ・オ トンキョウ ・ドジッポ ・.ル

神蔵 さんは無類の角好き釣 り好き。
会員にも負けず劣 らず岡好の士が多い。
そ して子供達 も ,・ ・。 「話が長いから
もう帰ってもいいよ」子供達にそ う告げ
たが目を第か しき動こぅともしない。

神慮 さんも会に入 りたいとぉっ しゃ
る。旧家の方が仲間に参加 されることは
会が地元に深 く根を下ろす意味合いか ら
一層喜ば しいことだ。
棲息する魚を水槽に入れて子供達に

見せたい。魚を放流 したい。・・.

茨々と夢,まふ くらむ。
アッと云う間の 3時 間だつた。

終わって皆で神蔵家へ伺い見事な池を拝
見 して散会 した。

水と遊び 水に学ぶ
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